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１ 研究の動機 

 ３年生の自由研究で「メダカの記おくは３秒なのか？」について調べた。メダカをザリガニのい

る水そうに入れると、仕切りのあなを通って安全な場所へにげる（図１）。そこで、メダカが安全

な場所ににげた後に何度もザリガニのいる水そうにもどして、安全な場所ににげるまでの時間をは

かった。その結果、ほとんどのメダカが仕切りのあなの場所を記おくして、ザリガニからにげる時

間が短くなっていった。この研究でメダカの記おくは3秒ではないことが分かった。わたしは去年

のことでもたくさん覚えている。メダカも去年のことを覚えているのか知りたくなってきた。そこ

で「メダカの記おくはどこまで続くか？」について調べた。 

 

２ にげ道を覚える実験 

（１）方法 

 メダカ32ひきを２グループに分けた（16ぴきずつ）。 

一つのグループは、メダカとザリガニを同じ水そうに入れて、

一ばんそのままにした。メダカににげ道のあなの場所を覚えさ

せた。もう一つのグループは何もしなかった。にげ道を学習し

た直後、１、２、３日後に、1ぴきずつもう一度ザリガニとい

っしょにして、にげるまでの時間をはかった（図１）。にげ道

学習をしていないグループも同じようにザリガニといっしょ

にして、にげるまでの時間をはかった。にげるまでの時間は、

ビデオカメラで水そうの上からさつえいして、何分で仕切りの

あなを通りぬけてとなりの水そうに行くかの時間をはかった。 

 

（２）結果（図2） 

 全体の結果を見ると、記おく学習ありの方が、記おく学習なしに比べて「動かなかった」が少な

かった。また、記おく学習ありの方では、30分以内に仕切りのあなをぬけたメダカが７ひきいた。

記おく学習なしでは、30分以内に仕切りのあなをぬけたメダカが 3匹だけだった。 



 記おく学習直後のメダカが、すべて60分以内に仕切りのあなをぬけた。記おく学習1日後と2日後は、

８ぴきのうち4ひきが仕切りのあなをぬけるまで45分以上かかった。３びきは、ザリガニのいる水そう

から動かなかった。記おく学習3日後のメダカは、4ひきのうち３びきが30分以内に仕切りのあなをぬ

けた。 

 

（３）考察 

 全体で見ると、記おく学習ありの方が、記おく学習なしにくらべて「動かなかった」が少ないという事

と仕切りのあなをぬけるまでの時間が短いことから学習ありの方があなの場所をしっかり記おくしてい

ると思った。 

 にげ道学習の直後のメダカは、すべて60分以内に仕切りのあなをぬけたということは、にげ道をしっ

かり記おくしているのだと思う。にげ道学習1日後、2日後は仕切りのあなの場所をわすれてしまってい

るのではないかと思った。でも、にげ道学習3日後は、30分以内に仕切りのあなをぬけている。でも、

それがどうしてかはわからない。 

 実験１からだと、メダカの記おくがどのくらいつづくのかわかりにくかった。メダカとザリガニをいっ

しょにして、1日、2日たつと、ザリガニがおとなしくなった。メダカがザリガニをこわがらなくなって

しまったのかもしれないと思った。 

 実験１のザリガニの実験では、こわいと思っているザリガニからにげるための記おくの実験をした。こ

わい記おくよりも楽しい記おくの方がのこりやすいのかもしれない。楽しい記おくは、ごはんがいいと思

った。そこで、次の実験では、エサがもらえる記おくがどこまで続くのかを調べることにした。 

 

３ エサの場所を覚える実験 

（１）方法 

 メダカ24ひきを２グループに分けた（12ひきずつ）。一つのグループの水そうには、メダカにスポイ

トでエサをあげた。スポイトからエサが落ちてくることを覚えさせた（エサ学習）。もう一つのグループ

は水そうの上から手でエサをあげた。エサ学習をした直後、１、２、３日後に両方の水そうにスポイトを

使ってエサをあげた（図３）。スポイトを水そうに入れた時に集まって来るむれの大きさをはかった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポイトを入れた直後から10秒ごとに2分間、水そう

の上から写真をとった。写真を印刷して、メダカのむれ

をえんぴつで囲み、ハサミで切り取って紙の重さをはか

った（図４）。紙の重さが軽いほどむれの大きさが小さ

いことになる。 

 



（２）結果（図５） 

 エサ学習直後では、学習ありの方が学習なしとく

らべてスポイトを入れている間ずっとむれの大き

さが小さかった。エサ学習1日後では、学習ありと

学習なしでむれの大きさの違いはあまりなかった。

エサ学習2日後では、学習なしとくらべて学習あり

の方がむれの大きさがずっと小さかった。学習あり

と学習なしの差がはっきりしていた。エサ学習 3

日後では、学習ありと学習なしのむれの大きさの差

は2日後よりはっきりしなかったけれど、学習あり

の方が学習なしよりもむれの大きさが小さいこと

が多かった。エサ学習3日後は、学習ありも、学習

なしも、スポイトを入れてから時間がたつにつれて

むれが広がっていくように見えた。 

 

（３）考察 

 エサ学習の直後は、学習ありの方が学習なしとく

らべて、むれの大きさが小さかった。これは、スポ

イトからエサが出てくるということを学習したの

で、学習ありのメダカのむれの大きさが小さくなっ

たのではないかと思った。 

 エサ学習1日後は、学習ありと学習なしでむれの

大きさのちがいがあまりなくなってしまった。でも、

よく見ると学習なしのメダカのむれの大きさがエ

サ学習直後よりも小さいことに気がついた。これば、

1日立って、水そうでのくらしになれてきて、スポ

イトにきょうみを持って集まってきたのではない

かと思った。 

 エサ学習2日後、学習ありのむれの大きさが学習

なしのむれより小さかった。しかも、学習ありのむ

れの大きさは、エサ学習直後や1日後よりずっと小

さかった。もしかしたら、エサ学習の後に、えさを

あげていないので、メダカはおなかがへって、あわ

てて集まってきたのではないかと思った。 

 エサ学習3日後では、また学習ありと学習なしのむれの大きさの差がはっきりしなくなった。でも、よ

く見ると最初の20秒だけは、少し集まっている。これは、最初はエサだと思ったけれど、すぐにそうで

はないということに気がついたからスポイトからはなれたのではないかと思った。 

 

４ まとめ 

 エサ学習の実験で、エサ学習2日後でも学習ありのむれの大きさが学習なしよりずっと小さかった。今

回の自由研究で、メダカの記おくは、少なくとも２日間は続くことがわかった。 

 

５ 自由研究の参考にした本 

「メダカの暮らし」科学アルバム 草野 慎二 あかね書房 


